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市内案内一テアゲネスの泉など
アクロポリス「カリア」
メガラ市北郊外
アクロポリス「アルカトア」
「アルカトア」南麓
広場近辺
外港ニサイア
地方都市パガイとアイゴステナ
コリントに向かう沿道
40．1－5
40．6
41．1－8
42．1－6
42．6－43．1
43．2－44．2
44．3
44．4－5
44．6－10
　以上がパウサニァスrギリシァ案内記』第1巻「アッティカ」内容目次の粗い一覧である。パウ
サニアスがアテネやメガラの市内のみならず，田園の集落や地方都市にまで丹念に足を運んで観察
している有様が容易に想像できるであろう。彼が実際に見て『案内記』に収録した神殿，聖所，祭
壇，祭神像，奉納品，人物肖像彫刻，官庁施設，列柱館，体育所は膨大な数にのぼる。しかも，若
干の例外はあるが，それらの大半はパウサニアスが設定している「案内順路」にしたがって記述さ
れているので，rギリシア案内記』は古代ギリシアの地誌研究の上にまたとない貴重な資料的価値
をもっているのである。ギリシア本土において発掘された古代遺跡は，たとえ伴出碑文や奉納品を
欠く場合でも，当該地域の「パウサニアスの順路」に照らして特定できる事例が少なくはないので
ある。また逆に「パウサニアスの順路」を正しく復元することによって，未発掘遺跡の発掘調査候
補地をかなりの程度にまで絞り込むこともできるのだ。このように，古代ギリシア地誌研究と考古
学の発掘調査にとって『ギリシア案内記』における「パウサニアスの順路」の確定はきわめて重要
な意味をもつのであるが，ただ机上で『ギリシア案内記』をひもとくだけでは「パウサニアスの順
路」は確定できるものではない。遺跡発掘の考古学の成果とrギリシア案内記』とを常に突き合わ
せることによって「パウサニアスの順路」は検証されねぽならない。その検証の作業を通して，従
来想定されていた「パウサニアスの順路」が修正されるという事態も生じ得るのである。その実例
をアテネ市内について見ることにしよう2°）。
7．　アテネ市内の「パウサニアスの順路」
　サロン湾岸からアテネ市内に入る順路としてパウサニアスはふたつの順路を設定していて，ひと
つはファレロン街道経由の順路（1章5節一2章1節）だが，このほうは市内に入った段階でただ
ちに放棄される。市内案内の順路につながる主要なルートはもうひとつの，外港ペイライエウスか
らアテネの市門ディピュロンを経由して市内に入るほうの順路である。アテネ市内における「パウ
サニアスの順路」の問題に入る前に，『ギリシア案内記』の関連箇所を引用しておこう。順路を問
題とするので，パウサニアスの長文の補足説明や「余談」は割愛しておく。引用はパウサニアスが
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ディピ＝ロン門をくぐって，アテネ市内に一歩足を踏み入れた場面から始まっている。
「（2章4節）市内に入ると，祭礼行列（PomPai）の準備のために使われる建物（o伽露〃2α）21）
が立っている。……近くには（Plesion）デメテル（Demeter）の神殿（naos）があって，祭神像
は同女神と娘神（pais），それに松明をもつイアッコスである。壁面にはアッティカの文字で，こ
れらの像がプラクシテレス（Praxiteles）の作品である旨が記されている。同神殿からそう遠くは
ないところに（tOU　naOU　de　OU　PorrO），巨人ポリュボテスに槍を突きつける姿のポセイドン璽騎
馬像がある。……市門からケラメイコスに至るまでのあいだに数棟の列柱館（stoa）が並び……
（5節）そのうちひとつの列柱館には神々の聖所（hiera一複数）と，いわゆる　［包捻Lろの体育
所（gymnasion）」とが備わっている。実はこの列柱館のなかにプウリュティオン（Poulytion）
の家があって，アテネの身分卑しからざる人びとがその屋内で，エレウシスまがいの秘儀を執り行
なった22）と伝わるのだが，私の訪れたころにはディオニュソス神に捧げられていた。……ここには
アテナ・パイオニア（治癒女神），ゼウス，記憶の女神（Mnemosyne），詩歌女神（Mousa）たち
の諸像，ならびにエウブウリデス（Euboulides）制作奉納23）のアポロソ像も安置されている。……
ディオニュソスの神域（temenos）を過ぎたつぎの建物（o∫舵勉α）には粘土造りの塑像群が収蔵さ
れていて，アテネ王アンフィクテユオン（Amphiktyon）がディオニュソスをはじめ諸々の神々を
歓待している。……（3章1節）さて，ケラメイコスという場所だが，……いちぽん最初，右側に
見えてくるのがいわゆる「王の列柱館」（stoαbasileios）であって，アルコソ・バシレウスが任期
1年の，いわゆる王職（basileia）を務めてここに詰めるのだ。……（2節）この列柱館の近傍に
（ρ12s’oηde’2s　stoas）コノン（Konon）と，コノンの息子のティモテオス（Timotheos），そ
れにキュプロス王エウアゴラス（Euagoras）の像が立っている。……なお，同所には自由解放老
（Eleutherios）と奉名されているゼウスの像，それにハドリアヌス帝の像も立っている……（3
節）背後にひとつの列柱館24）が建っていて，いわゆる「12神」の絵画が納められている。……（4
節）これらの絵はアテネ人のためにエウフラノル（Euphranor）が筆をふるったのであるが，その
彼はまたすぐ傍の（Plesion）神殿（naos）の，添え名を「父祖神」（Patroos）というアポロンの
祭神像をも制作した。この神殿の前に立つアポPソ像のうち一体はレオカレス（Leochares）が，
もうひとつの「厄除けの神」（Alexikakos）と呼ぼれるほうの像はカラミス（Kalamis）25’が制作
した。……（5節）「諸神の母」（Meter　the6n）の聖所（hieron）も建っていて，母神はフェイデ
ィアスの作だ。すぐ傍が（ρ1観0η）いわゆる「五百人」の評議会場⑦0π1θ瘤7勿π）で，彼ら五百
人が任期1年でアテネの評議員を務めた。……（5章1節）「五百人」評議会場のすく脇に（ρ16s‘oη）
いわゆる［円堂」（Tholos）があって，評議会の当番役たち（Prytaneis）はここで犠牲を捧げる。
　　かみて
……緕閧ﾉは（anδterδ）半神たちの肖像彫刻（andrias）が立ち並んでいるが，アテネの諸部族が
それぞれの名称をこれらの半神からとったのは後代になってからのことだ。……（8章2節）さて，
名祖たち（ePonymoi）の肖像彫刻を過ぎると，つぎに諸神の祭神像（agalmata　theδn）があって，
アンフィァラォス（Amphiaraos），そして幼児の福の神（Ploutos）を抱きかかえる平和女神
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（Eirene）がそれだ，ここにはリュコフロンの子のリュクルゴス（LykourgOs）の青銅像とカリ
アス（Kallias）のそれも奉献されている。……デモステネス（Demosthenes）の像もある。……
（4節）デモステネスの肖像彫刻の傍に軍神アレス（Ares）の聖所があって，アフロディテ
（Aphrodite）女神像が二体ここに安置されている。祭神像アレスはアルカメネス（Alkamenes）
のf乍で，アテナ（Athena）女神像はパロス島出身のロクロス（Lokros）という名の人の作だ。こ
こにはエニュオ（Eny6　＝＝戦士の女神）の像もあって，こちらのほうはプラクシテレスの息子たち
の制作である。神殿の外まわりにはヘラクレス（Herakles），テセウス（Theseus），そして頭髪
をリボンで結わえるアポロソの像が立ち並び，人物の肖像彫刻ではアテネ人のために楽譜nomoi
（もしくは法律nomoi）を書いたと伝わるカラデス（Kalades），それにピンダロス（Pindaros）
塑象がある。ピンダロスは詩を作ってアテネ市民団を賛美したので，その褒美のひとつにこの像を
与えられたのだ。（5節）すぐ近くに（ou　Porrδ），ヒッパルコス（Hipparchos）を暗殺したハル
モディオス（Harmodios）とアリストゲイトン（Aristogeiton）両者の像が立っている。……（6
節）音楽堂（OdeiOn）26’と通称されている劇場（theatron）の入口の前にはエジプト諸王の肖像彫
型が並んでいる。……（9章4節）エジプト諸王の像を過ぎるとつぎにフィリポス（PhilipPos　ll　）
と，フィリポスの子のアレクサンドロス（Alexandros　m）の像が奉献建立されている。……（14
章1節）さて，アテネ市内の音楽堂に足を踏み入れると，ほかに安置されているものもそうだが，
とくにディオニュソス像が一見に値する。近くに（ρ」∂sゴoη）泉場（勉醜のがあって，エンネアク
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　かみてルウノス（Enneakrounos＝「九口の泉」）という。……この泉場を越えた上手（hyPer　ten如2〃醜）
に建つ2基の神殿のひとつはデメテルと娘神（Kore）の神殿で，もうひとつの神殿にはトリプトレ
モス（Triptolemos）の祭神像が安置されている。……（4節）トリプトレモスの祭神像が安置さ
れている神殿の前には，犠牲のために引いて来られる姿の牛の青銅像があり，クノソスの人エピメ
ニデス（Epimenides）27）の坐像も据えられている。……（5節）さらに遠くには（eti　de　aPOterδ）
栄誉女神（Eukleia）の神殿がある。……」。
　以上でパウサニアスはディピュロン門から始まって，古代アテネ市民の政治生活の中心であった
ギリシア時代の広場（アゴラ）の中核部分，すなわちパウサニアス当時のいわゆる「ヶラメィコ
ス」（KerameikOs）の案内の第1順路を終え，つぎにケラメイコス案内の起点であったストア・バ
シレイオス＝「王の列柱館」のところに戻って第2順路に移ることになる。
　「（14章6節）ヶラメ．イコスと，いわゆる「王の列柱館」とを越えた向こうに（勿ρθのヘファイ
Z辻墨（HephaistOs）の神殿がそびえ立つ。同祭神像の横に並んでアテナの祭神像も立っている
…… i7節）一方，すぐ近くには（ρ12sゴo〃）アフロディテ・ウラニア（Aphrodite　Ourania＝天
空女神）型聖所がある。……（15章1節）絵画にちなんで「ストア・ポイキレ」（stoaρo’ん惚＝
「彩画館」）と名づけられている列柱館に向かって歩き出すと，「市場の神」（AgoraiOs）と呼ぽれ
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るヘルメス（Hermes）の青銅像と，かたわらの記念門（Pyle）とが目につく。……さて，お目当
ての列柱館が最初に見せてくれるのはアルゴス領のオイノエでスパルタ軍と対峙して戦列を構える
アテネ軍（の絵）である。……（4節）同列柱館には青銅の楯が奉納されていて……（16章1節）
同列柱館の前に肖像彫刻が奉献されている。そのひとつはアテネ人のために法律を書き上げたソロ
ソ（Solon）で，もうひとつのセレウコス（Seleukos）の像はやや離れている。……（17章1節）
アテネの広場（agora）で必ずしもみんなの目を惹かないもののひとつに憐…れみの神（Eleos）の祭
壇がある。……（2節）広場からそう遠くはない（tes　agorαs　aPechonti　ouρo砂）体育所，その
創設者にちなんで「プトレマイオスのギュムナシオン」と呼ぼれている体育所だが，その施設の中
に見応えのあるヘルメス柱が数本とプトレマイオスの青銅像がある。……この体育所のすぐ近所に
（Pros）テセウスの聖匪があり，アマゾン族と戦うアテネ軍の絵画数点が納まる。……（18章1節）
だが，ディオスクウmイ（Dioskouroi）の聖所28）のほうは（テセウスの聖墓所s盈osよりも）年
代が古い。　（2節）ディオスクウロイの聖所を越えた上手に（hyPer）アグラウロス（Aglau；g亘
の神域（temenos）がある。……（3節）近くに（plesion）中央市庁舎（Prytaneion）が所在し，
庁舎内にはソロンの成文法が収蔵されているほか，神々の像としては平和女神（Eirene）と竈の女
神（Hestia）の像が安置されている。人物肖像彫刻のほうはいろいろあるが……（4節）そこから
下町のほうへ降りて行くと，サラピス（Sarapis）の聖所に出る。……さて，サラピスの聖所から
そう遠くはないところに一画の土地があって，そこはペイリトゥス（Peirithous）とテセウスが協
約を結んだ場所と伝わる。……（5節）近くに（Plesion）エイレィテユィア（Eileithyia）の神殿
が建っている。……アテネにあるエイレイテユイアの木彫祭神像（xoanon）だけは，どれも足の
爪先まで包み隠されている。そのうち2体はファイドラ（Phaidra）奉納のクレタ舶来の品で，最
古の1体はエリュシクトン（Erysichthon）がデロス島からもたらしたものだ，と女たち（hαi
gynaikes）が語ってくれだ」。
，このあとのパウサニアスの順路は，一旦アテネ市東郊に出たのち，20章1節の「トリポデス
（Tripodes）通り」の叙述をもって再びアテネ市内にもど？，デ！～rニュソス劇場からアスクレピ
オンなどのあるアクロポリス南麓の周遊路（Peripatos）を経て，　アクロポリスに登る設定になっ
ている（前章のrギリシア案内記』第1巻目次参照）。だが，ここでは上に抜粋引用した範囲内の
順路について検討を加えることにする。
　在ア1テネ・ドイツ考古学研究所による1927－1929年の市門ディピュロンならびにポンペイオンの
発掘，在アテネ・アメリカ西洋古典学研究所による1931年以降現在に至るアゴラ（パウサニアスの
いわゆるケラメイコス）の発掘のおかげで，現在のわれわれはアテネ市内におけるパウサニアスの
順路をかなり正確に辿ることができる。しかし，これらの発掘が行なわれる以前には，その順路の
復元は地表に残る僅かの古代建築遺構を手掛かりにして想像をめぐらさねぽならず，おおよそ見当
違いの順路復元と古代遺跡の特定がなされていた。その実例を先に紹介したリチャード・チャンド
ラーの『ギリシア旅行記』について見ておこう。使用テキストは原著公刊の翌年に出版されたドイ
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　1．ディピュロン　　　　　　＆メトロオン　　　　　　15．ヘファイストス神殿
　2．ポンペイオン　　　　　　　9．評議会場　　　　　　　　16．アフロディテ・ウラニアの聖所
　3．エウブウリデス記念碑　　　10，円堂（トロス）　　　　　17．ストア・ポイキレ
　4．ドロモスの列柱館　　　　　11．「名祖」像　　　　　　18．ローマ広場（アゴラ）
　5．ストア・パシレイオス　　　12．アレス神殿　　　　　　　19．ハドリアヌス図書館
　6．ゼウスのストア　　　　　13．アグリッパのオディオン　20．ヘロデス・アッテイコスのオデイオン
　7．アポロン・バトロオス神殿　14．エレウシニオン
　　　図1：アテネの旧広場ケラメイコス（J．Camp，　The　Athenian　Agora，1986，　P．182丘9．152
　　　　　　から作制）
ツ語訳（Reisen　in　Griechenland，1777）である。同書第18章（S．127　f．）においてチャンドラ
ーは・ディピュロン門以降のアテネ市内におけるパウサニアスの順路を読者のために紹介している
のだが・「ディオニュソスの神域を過ぎたつぎの建物」（パウサニアス第1巻2章5節末尾）の地点
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でヶラメィコスに到達した段階で，「パウサニアスは道を引き返して右手に見える　「王の列柱館11
（ストア・バシレイオス）に向かった（Darauf　leehrt　er　zu　der　Stoa（scil．　Basileios）rech－
ter　Hand　zurdicle）」と説明している。チャンドラーはパウサニアスのいわゆるケラメイコス，す
なわち古代ギリシア時代のアゴラ（広場）はアクPポリスの南麓に位置していたとの仮定に立って
パウサニアスの順路を復元しているので，多分つぎのように憶測したのであろう。ディピュロン門
から諸々の列柱館を経てディオニュソスの神域のつぎの建物に達する道（ドロモスDromos）はア
レイオス・パゴス（Areiospagos）の西側を南行していて，その道を果てまで行ったパウサニアスは
回れ右をして元の道をしばらく北上してから右手，すなわち東側のほうにあるストア・バシレイオ
スに向かったと。すなわちチャンドラーの推定によれぽ，ストア・バシレィオスをはじめ五百人評
議会場，円堂などの公官庁はいずれもアクロポリスの南麓の低地にあったことになる。彼は軍神ア
レスの神殿はアレイオス・パゴスの丘の上に建っていたであろうと推定し，現在では「ヘロデス・ア
ッティコスの音楽堂」と判明している音楽堂（Odeion）をケラメイコス内の音楽堂と取り違えてい
る。チャソドラーは第19章（S．138）では，現在では「ハドリアヌスの図書館」と判明している古
代建築の遺構を中央市庁舎（Prytaneion）であろうと推定している。古代ギリシァ時代のアゴラ
（パウサニアスのいわゆるケラメイコス）をアクPポリスの南麓に仮定したことに起因して，チャ
ソドラー復元のパウサニアスの順路は複雑に錯綜したものとなっている。アテネ市内の考古学発掘
調査が本格化する以前の研究段階においては，パウサニアスの順路の復元，すなわち古代アテネ市
内の地誌確定がいかに困難なものであったかは，多言を労さずともHitzig－Blttmner，　Pausaniae
Graeciae　DescriPtio，　vol．1巻末付録の5種類のアゴラ（ケラメイコス）復元地図（Tafel豆一
VDを最新の図面（図1）と比較すれば一目瞭然である。
8，　ストア・バシレイオス，アフロディテ・ウラニアの
　　聖所とストア・ポイキレ
　ディピュロソ門から古代ギリシア時代のアゴラ（パウサニアスのいわゆるケラメイコスであるが，
以下，これを「旧広場ケラメィコス」と呼ぶことにする）までの大通りはドロモス（DromOs）と
呼ぽれていたが，現在のアドリアヌー通り（Adrianouハドリアヌス通り）西端の発掘でその道筋
が確認されている。それはディピュロソ門から南行するのではなく，東南東に向かうのである。パ
ウサニアスは旧広場ケラメイコスを目指してこの道を東行し，ケラ，メイコスの最初の建物として見
えたのが道の右側のストア・バシレイオスであったのだ。旧広場ケラメイコスがアレイオス・パゴス
の北麓に確認された現在では，チャンドラーのようにパウサニアスを回れ右させる必要はまったく
ないのだ。ところが，肝腎のストア・バシレイオスが発掘されたのはつい最近，1970年のことなの
である。古代アゴラ，すなわち旧広場ケラメイコスの主要部分の発掘がほぼ完了した1960年代初め
に，アゴラ発掘担当の研究機関である在アテネ・アメリカ西洋古典学研究所が刊行したH．　Thomp－
son，　The　Athenian　Agora’AGuide　to　the　Excavation　and　Museum（2　nd　ed．，　American
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School　of　Classical　Studies　1962），　p．63は，パウサニアスのアテネ古代アゴラに関する叙述
はストア・バシレィオスに始まるものの，彼の記述は曖昧で，しかも発掘済みの「ゼウスの列柱館」
の北隣りには重要な建物が建つほどの余地があるとは到底思えないとの理由でパウサニアスを完全
にしりぞけて，「ゼウスの列柱館」すなわち「王の列柱館」なりと断定して，同一の建物がふたつ
の名称をもっていたのだと説明した29’。ところが，1970年からアゴラ遺跡の北縁に当たる鉄道線路
敷きと，そのすぐ北側のアドリアヌー通りとに挾まれた南北の幅20メートル足らずの，東西に細長
い区画の発掘調査が開始された。すると驚いこたとにも，「ゼウスの列柱館」の北側に隣接して，
東面を正面とするストア・バシレィオス（東西の奥行7．6メートル，南北の横幅17．7メートル）が，
しかもアリストテレスrアテナイ人の国制』7章1節と55章5節に詳述されている「アルコンの石
（lithos）」ともども姿を現わしたのである3°’。曖昧とみなされていたパウサニアスの叙述が実は正
確な記述であったことがみごとに証明されたのであった。
　1981年にはこのストア・バシレイオスと目と鼻の先の北側のところで，rギリシァ案内記』第1
巻14章7節に触れられているアフロディテ・ウラニアの聖所と思われる遺構と祭壇，その東側に記
念門の基礎の遺構，そしてストア・ポィキレと推定される大きな列柱館の西端の一角が発掘され
た31）。これらの遺構の特定はパウサニアスの記述に基づいてはじめて可能なのであるが，発掘の結
果は結果で，逆にパウサニアス当該箇所の解釈に従来つきまとっていた暖昧さの暗雲を一掃する光
明を投じたのであった。つまり，こういうわけなのだ。前章で引用したようにパウサニアスはディ
ピュロン門経由でアテネ市内に入り，ポンペィオンを皮切りに市内案内の第1順路につくのである
が，そのルートで最も主要なケラメイコス（旧広場）の案内に限って言えぽ，その起点はストア・
バシレイオス，すなわち「王の列柱館」に置かれている。そして当のケラメイコス案内は第1巻14
章5節の栄誉女神（Eukleia）の神殿をもって一応中断され，次節でパウサニアスはストア・バシ
レィオスに文字どおり舞い戻り，ふたたびここを起点に市内案内の第2順路につく。上記引用と重
複するが，この第2順路の前半部分の記述を地誌中心の視点から抜粋しておこう。
　「（14章6節）ケラメイコスと，いわゆる「王の列柱館」とを越えた向こうに（δπ6ρ）ヘファイ
ストスの神殿がそびえ立つ。……（7節）一方，すぐ近くには（πλησどoり）アフロディテ・ウラニ
アの聖所がある。……（15章1節）絵画にちなんで「ストア・ポィキレ」（彩画館）と名づけられ
ている列柱館に向かって歩き出すと，「市場の神」（アゴラィオス）と呼ぼれるヘルメスの青銅像と，
かたわらの（π初σどoり）記念門とが目につく。……さて，お目当ての列柱館が最初に見せてくれる
のはアルゴス領のオイノエでスパルタ軍と対峙している戦列を構えるアテネ軍（の絵）である」。
　アゴラの発掘が進展して旧広場ケラメイコスとその周辺の地誌がほとんど解明された段階になっ
ても，アフロディテ・ウラニアの聖所の位置推定は難問として残されたままであった。それはパウ
サニアス第1巻14章7節の記述の曖昧さに起因した。「すぐ近くには（πλησ～oり）アフロディテ・ウ
ラニアの聖所がある」といっても，一体何の近くなのだかパウサニアスは明記してくれなかったか
らである。研究者の大半は直前に言及されているヘファィストス神殿の近くを意味すると解釈して，
H．Thompson－R．　Wycherley，　The　Athenian　Agora　XIV：The　Agora　of　Athens。　The
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A 0
????ストア・バシレイオス　　　4．　「ゼウスのストア」　　　　　　　　7．記念門（ヘレニスム時代）
「アルコンの石」　　　　　5．アフロティテ・ウラニアの祭壇　　　8．ストア・ポイキレ
テミス女神台座　　　　　　6．同女神聖所（ローマ時代）
図2°ストア・パンレイオスとストア・ポイキレ（J．Camp，　op．　clt．，　p．64丘g．40から作制）
History，　Shape　and　Uses　Of　an　Ancient　C勿Center（1972），　p．142　n．127は同神殿の北側
のP一マ時代初期の建物の遺構に特定しようとしていたほどである（同書図版7と8を合わせて参
照）。だが，第1順路における旧広場ケラメイコス案内のパウサニアスの起点がストア・ハシレイ
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オスであった事実を想起して，問題の箇所を「（ストア・バシレイオスの）すぐ近くには」と解釈
すると，新発見の聖所はまさにパウサニアスの文脈と順路に整合するのである。ストア・バシレイ
オスと新発見の聖所とは「ドロモス」ないしは「パンアテナイア祭通り」を隔てて南北にわずか24。
メートル前後しか離れていない（図2参照）。新発見の聖所はローマ時代の建造であるが，その正
面南側に隣…接する祭壇は古典期以前にさかのぼる古い祭壇で，何度も補修を重ねてP一マ時代にも
使用されていた。この聖所と祭壇の東側に幅3メートルほどの南北に走る古代道路を隔てて大きな
列柱館の西端部が同時に発掘されたが，旧広場ケラメイコスの北縁にあって南面するこの列柱館の
南西端に食い込む形でヘレニズム時代の記念門の，東側の基礎が築造されており，この記念門は同
列柱館西側の道を跨いでいたことが判明した。ヘルメス・アゴライオスの青銅像は未発見ながら，
上記引用箇所でパウサニアスが言及している順番に，その記述内容に対応する建物の遺構が東西に
並んで発見されたのであって，アフロディテ・ウラニアの聖所一→記念門一→ストア・ポイキレの
特定はもはや疑問の余地がないと言って差し支えがない。新発掘のストア・ポィキレは一般の列柱
館とは異なって店舗のような部屋は一切なく，東西の両壁面と長大な北壁に絵画を掲げる目的で造
られた絵画館であったことも，壁面の構造と壁面沿いのベンチの存在によって証明された。この列
柱館の建設年代は伴出土器から前470－460年と推定されたが，それはアテネの政治家キモソの全盛
の時代に当たり，他の文献史料から推測されていた年代によく合致している。ストア・ポィキレの
大壁面を飾った「マラトン合戦図」の画中の主人公はほかならぬキモンの父ミルティアデスであっ
たのだ。
9．広場（アゴラ）とアグラウロスの聖所
　パウサニアスは第1巻15章1－3節でストア・ポイキレの絵画を詳述したのち，同章4節では同
列柱館に奉納されている戦利品の楯を紹介し，ついで16章1節では同列柱館正面（つまり南側）の
すぐ前に建立されているソロンの像と，列柱館からやや離れて立つセレウコスの像に言及する。そ
して，このセレウコス1世ニカトール（勝利王）の略伝をしぽらく展開したのち，17章1節で「ア
テネの広場（dγoρ6＝アゴラ）に所在する憐れみの神エレオスの祭壇」にわれわれを案内してくれ
るのである。そして，つぎの案内地点である「プトレマイオスの体育所」の位置ltこの広場（アゴ
ラ）を基準にして示され，「広場からそう遠くはない体育所」（ξりδさτdieγひμりασ∠ω‘τガg　dγoρ∂g
ciπe’wOVτe　Oδ　ZO2のと紹介されるのである。したがってストア・ポイキレ以後のパウサニアスの順
路を復元するうえには，rギリシア案内記』第1巻17章で初めて登場する「アテネ市内のアゴラ」
の特定が決定的に重要，かつ不可欠の要件となるのである。
　従来，圧倒的多数の学者はこの「アテネ市内のアゴラ」を古代ギリシア時代の広場，すなわちパ
ウサニアスのいわゆるケラメイコス（旧広場ケラメイコス）と了解して，憐れみの神の祭壇をアゴ
ラ遺跡の中に発掘されている「十二神の祭壇」に特定していた32）。この通説に従えば，ストア・ポ
ィキレを後にしたパウサニアスはつぎの訪問先「プトレマイオスの体育所」に向かう途中でパンア
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テナイア祭通りの路傍右側（南側）に立ち寄ったという順路設定になる。そして，「プトレマイオ
スの体育所」はパソアテナィア通りの近くに求めねぽならないことになる。
　だが，われわれはパウサニアスのケラメイコスという地名とアゴラ（droρd）の語の用法を吟味
しておかねばならない。先ず地名ケラメィコス（1ζεραμε‘κ6のであるが，rギリシア案内記』全体
でわずか5回しか出てこない。そのうち2回はアテネ市内案内の第1順路（2章4節，3章1節），
1回は第2順路（14章6節）に現われる。そのほか文脈から外れた箇所にも2回現われている。そ
のひとつは第8巻「アルカディア」の9章8節であって，マンティネイア市体育所の一室の絵画に
言及してパウサニアスは，「アテネ軍のマンティネィアにおける武勲を描いたケラメィコス所在の
絵画の模写がここにある」と語るのだ。ケラメイコス所在の原画というのは「ゼウスの列柱館」に
掲げられていたエウフラノル筆の絵（第1巻3章4節）にほかならず，引用箇所のケラメィコスは
アテネ市内案内の第1順路で言うケラメイコス，いわゆる旧広場ケラメイコスにほかならない。も
う一箇所は第1巻20章6節である。前86年にアテネ市を占領したローマの将スラの残虐行為をあぽ
いて，こう語っている。「スラはアテネの反抗分子をケラメイコスに幽閉して，10名にひとりの割
合で籔に選ぼれた者たちを処刑するように命じた」。この見せしめの幽閉と残虐無残な処刑は，廃
嘘に帰したとはいえ市内目抜きの旧広場ケラメイコスで執行されたと見るのが自然であろう。すな
わち，パウサニアス『ギリシア案内記』の地名ケラメイコスの用法は首尾一貫して「旧広場ヶラメ
イコス」を指しているのである。
　これに反して，アゴラの語は全巻を通じて数十回と，実に頻繁に用いられている。第1巻「アッテ
ィカの部」に限って見ると，17章1－2節の「アテネのアゴラ」2回のほかには外港ペイライエウス
のふたつのアゴラが語られる。ひとつは「海辺の住民のためのアゴラ」（脅0ρ凌τ0ゐδπ～θα液σσηg）
であり，もうひとつは「港から遠い住民の便のためにちゃんとある」（τ0なdπωτ6ρωτoO　ReFt6pog
iaτev　6τ6ρα）と説明されているアゴラである（1章3節）。すなわち，首都ではない港湾都市のふ
たつの広場。これらはいずれも商取引など，地域住民の経済生活の便宜のために設けられた広場，
すなわち市場であったと断定して差し支えない。アテネ以外にrギリシア案内記』に言及されてい
るアゴラの多くは首都の広場であって，この場合には政治生活と経済生活の双方の機能を兼ね備え
た広場を意味していると考えられる。アテネの首都アテネ市の場合でも前6世紀末から古典期を経
てヘレニズム時代末に至るまでは，「アゴラ」は公官庁の立ち並ぶ政治生活の中枢の場であると同
時に，店舗や露店が雑居する商取引の市場でもあった。しかし，P一マ帝政期のアテネ市では公官
庁の集中するかつてのアゴラ（旧広場）はパウサニアスのいわゆるケラメイコスの地名で呼ぽれて
いるのである。そのようfs　P一マ時代に「アテネのアゴラ」と呼ばれる広場が云々されたとあれぽ，
政治生活の場とは別の，商取引の場としての市場がそこに含意されている可能性を見るぐらいの余
裕をもって検証に臨む姿勢が必要であろう。
　ようやく最近になって，1974年にヴァソダプール（E．Vanderpool）33）は通説を鋭く批判して，
パウサニアスrギリシア案内記』第1巻17章1－2節の・「アテネのアゴラ」を旧広場ケラメイコス
とは別の，さらにその東方にあるいわゆるローマ広場（the　Roman　Agora），すなわちユリウス・
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カイサルと皇帝アウグストゥスがアテネ市に寄付し，アテネの民会が前10年頃にこれをアテナ・ア
ルヶゲティス（Athena　Archegetis）に奉納した広場（IG］12，3175）を指すとする説34）を復活
させた。同氏がこの説を採用復活させた最大の理由は，通説によるかぎりアグラウロスの神域（18
章2節）とその近傍の中央市庁舎（同章3節）に至るまでのパウサニアスの順路が，なんとも雑然
としていて，堂々めぐりの印象さえ拭いきれないためであった。しかし，1974年の段階では積極的
な傍証は得られず，新資料の出現を待つほかなかった。
　ところが，1980年4月にアグラウロスの神域に関する，まさに驚嘆すべき発見がギリシア人考古
学者ゾンダス（G．Dontas）によってなされたのである35）。同氏はそれ以前からアクロポリス麓の
古代の周遊道（Peripatos）を発掘調査していたのだが，この年にはアクロポリス東壁中央直下のと
ころに岩窟が巨大な口を開けている，その正面手前（東側）で調査が行なわれた。そして発掘中ま
ったく偶然にも，アグラウロスに仕えるひとりの女神官を顕彰するアテネ民会決議を刻文した一本
の石碑が，建立台座のソケットにはまったままの状態で発見されたのである。決議の年代はポリュ
エウクトスがアルコンの年（前247／6年もしくは前246／5年）で，決議末尾には，当決議を石碑に刻
文して「アグラウロスの聖所に建立すべし」（κα～στ加α‘動τ（7）eξερ伽τ禽’Aγλcr6ρov）と明記さ
れている。碑文の出土状況から発掘者ゾンダスが正当に推測しているように，この石碑が移転・転
用された可能性はきわめて薄く，その出土場所がすなわちアグラウ・スの神域そのものの一角であ
ったことは，ほぼ確定的とみなしてよかろう。前480年にペルシア軍がアテネ市を占領したときア
テネ市民の一部はテミストクレスの方針に逆らって，デルフォイの神託に言う「木の壁」（teichos
xylinon）を文字通りに解釈して板木や棒杭の柵でアクロポリスを死守していた。ペルシア軍の一
隊はこれを奇襲して職滅させ，アク・ポリスを焼き払うのであるが，その奇襲作戦をヘロドトス8
巻53章1節はこう説明している。「アクロポリスの正面は正面だが，城門（Pylai）と登り坂の参道
（anodOS）のあるほうから見れぽ裏側に当たるところ（opisthe）。誰ひとり警備にも立たず，人間
様ではまさかここからは登って来れるはずがないと決め込んでいたその箇所，ケクロプスの娘アグ
ラウロスの聖所（hieron）のところを何人かのペルシア兵が登ってしまった」。ヘロドトスによる
アグラウロスの聖所の位置づけは，今回のアグラウロス女神官顕彰決議の発見によって確定したそ
の位置とぴったり符号しているのである。
　この新発見が生ずる以前にはアグラウロスの聖所は，アクロポリス北壁中央やや西寄りの断崖中
腹に口を開けている洞窟の内部に所在するものと確信されていた。そして学者たちはこの洞窟を
「アグラウロスの洞窟」と呼び慣らしてきたのである36）。だが，パウサニアス『ギリシア案内記』
17章1－2節の「アテネのアゴラ」を旧広場ケラメイコスに同定する一方，アグラウロスの聖域を
アクロポリス北壁中央西寄りに位置づける在来説に従って復元されるパウサニアスの順路は数々の
矛盾をかかえている。「アテネのアゴラ」に所在する憐れみの神エレオスの祭壇を紹介したあとパ
ウサニアスはわれわれを，（1）アゴラからそう遠くはない「プトレマイオスの体育所」（プトレマイ
オン）一②同体育所のすぐ近所の「テセウスの聖所」（テセィオン）一（3）「ディオスクウロィ
の聖所」（アナケィオン）一一（4洞聖所を越えた上手の「アグラウロスの神域」一（5｝近くの中央
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市庁舎（プリュタネイオン）一㈲そこから下町のほうへ降りて行って「サラピスの聖所」（サラ
ペイオン）一（7洞聖所からそう遠くはない「テセウス・ペイリトゥス協約の地」一⑧近くの「エ
イレイテユイアの神殿」につぎつぎと案内してくれる。そして，市内案内の順路はここで一旦中断
され，東郊のオリュンピエィオンに飛躍することになる。以上の名所・聖所のうち，｛2）の「テセウ
スの聖所」と（3）の「ディオスクウロイの聖所」との位置関係は途中の「余談」（テセウスの聖墓所）
のせいで欠落しているが，「ディオスクウロイの聖所」と（4）の「アグラウロスの神域」との位置関
係は明記されている。これらのうち（3）と｛4），そして（5）中央市庁舎，の聖俗合わせて3点の建物は互
いに近い位置にあったと推測できる。上述の在来説に従って（1）「プトゾマイオスの体育所」から（5）
中央市庁舎までの推定位置を地図に書き込むと，その多くは市内案内の第11順路の末尾ですでに案
内済みの「デメテルと娘神の神殿とトリプトレモスの神殿」（エレウシニオソ＝発掘済みで位置確
定）と「栄誉女神エウクレィアの神殿」（未発掘で位置不明）のごく近くに集中させざるを得ない37）。
なぜパウサニアスはそれらを第1順路のなかで案内して回らなかったのか，という素朴な疑問が当
然湧いてくる。ひとつ有力な弁明になり得るのは，（1H5）のいずれも旧広場ヶラメイコスの領域の
外だったとする主張であろう。
　しかし，在来説のアグラウロスの聖域の位置づけに対して大きな疑問を投げかけて当然と判断さ
れる状況が，実は1980年のアグラウロス女神官顕彰碑文の発見以前の段階ですでに生まれていたの
だ。パウサニアスはアテネのアクロポリスにあるアテナ・ポリアスの神殿とそれに隣接するパンド
ロソスの神殿を案内するなかでアレフォリア（Arrephoria），すなわち「聖秘物運び」の儀式を紹
介している　（第1巻27章3節）。アレフォロイ（α77砂加70∫）と呼ぼれる少女たちがアテナ・ポリ
アスの女神官から授かった聖秘物を頭に載せたまま，アクロポリスの囲壁（Peribolos）をくぐる天
然の地下道を降りて「庭園（Kepoi）に在すアフロディテ」の聖所まで運んで行き，聖秘物をそこ
に置いてから，代わりに何か包み隠された物を受け取って，それをふたたび持ち帰るという秘儀的
な儀式である。パウサニアスは第1巻19章2節でアテネ東郊のオリュンピエイオンのさらに東方，
イリソス河畔の「庭園に在すアフロディテ」のことを語っているので，19世紀末にパウサニアス
『ギリシア案内記』第1巻の注釈を書いたフレイザー（J．Frazer）やヒツィヒ＝ブリュムナー
（H，Hitzig－H．　Bltimner）はアレフォリア祭の少女たちはアクロポリスを降りて，郊外の「庭園に
在すアフロディテ」の聖所まで足を運んだと解釈するだけで，「天然の地下道」（κdθ0δ096π6γα‘09
αδτoμ磨η）とは一体何のことだか分からないまま放置せざるを得なかった。ところが，1932年に
アメリカ人考古学者プロニア（0．Broneer）によってアク・ポリス北壁中央直下の岩塊群の間に
「エロスとアフロディテの聖所」が発見された38’。岩塊の壁面にこれらの神々への奉納銘や奉納寵
が点々と刻まれているのである。一方，同じブ・・ニアが1938年にはアクロポリスの北壁にミヶネ時
代の貯水井戸を発見した39）。この井戸の発見によってパウサニアスの語るアレフォリア祭の「天然
の地下道」の正体が初めて判明し，合わせてパウサニアスの筆の正確さが改めて証明されたのであ
る。プロニアによれぽ，エレクテイオン西側のアクロポリス北壁の岩盤は裂けていて，ミケネ時代
の前13世紀末には，この岩の割れ目を利用して階段が設けられ，その階段を降りて，岩盤の底に溜
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まっている水を汲み上げていた。井戸そのものはすでにミケネ時代のうちに岩盤風化で埋没してし
まっていたが，途中までの階段は歴史時代に修復されてアレフォリア祭の地下通路として利用され
たというのだ。階段は狭い割れ目の垂直面に沿って，踊り場のところで前後に屈曲して降りて行く
が，上から2番目の踊り場がアクロポリ［ス北壁中腹の洞窟の奥に通じていて，その洞窟から外に出
ることができた。このように「天然の地下道」を通ってアクロポリス北壁の中腹に出たアレフォリ
ア祭の少女たちは，そこから麓に降りてすぐ近くの「庭園に在すアフロディテ」の聖所，すなわち
新しく発見された「エロスとアフロディテの聖所」に赴いたと推測されるのである。ともかく，ブ
ロニアの相次ぐ考古学的発見によってわれわれはアレフォリア祭に関するパウサニアスの貴重な記
事の全体を初めて整然と理解することができるようになったのである。ところで，問題はこの「天
然の地下道」の出口となる洞窟が在来説の言う「アグラウロスの洞窟」にほかならないという点で
ある。27章3節のアレフォリア祭の叙述の中の「天然の地下道」そのものは市内案内の順路に沿っ
たものではないが，それがアグラウロスの神域に通ずる通路であったならぽ，パウサニアスはその
旨のコメントをつけそうなものだ。だが，そのようなコメントは何もない。また，パウサニアスは
同一地点をニニ度にわたって言及しながら，なにひとつそれを断っていないことになる。これはパウ
サニアスにしては奇妙な事柄に属する。
　在来説に対する以上のような否定的資料状況からも，1980年のアグラウロス女神官顕彰碑文の発
見によってアグラウロスの神域がアクロポリス東壁中央直下の洞窟の辺りに確定できたという事実
はまさに歓迎すべき快挙である。17章1－2節の「アテネのアゴラ」から18章3節の中央市庁舎ま
でのパウサニアスの順路は在来説のそれよりも一層足早にアクPポリス北麓を東に向かうものでな
ければならない。結論的に言えぽ17章1－2節の「アテネのアゴラ」はもはや旧広場ケラメイコス
ではなく，ユリウス・カイサルと皇帝アウグストゥス寄贈の市場としての「P一マ広場」にほかな
らないのだ。市内案内第2順路はストア・ポイキレの見物と，ソロンおよびセレウコスの像（いず
れもストア・ポィキレを基準点として遠近が示されている点に留意のこと一’Avδρedvτεgδ9
Zαλκ0επρbμδレ　τガ9　στO∂9　・S62ωV　j　τ0δ9　り6μ009　，ノ1θηレα～0‘9　γρddiα9，　δλ〆γ0レ　威πωτ6ρω
Σ62εvrcog）の紹介で完了していて，17章からはローマ広場を起点とする市内案内の第3順路が新
規に始まっているのである。ローマ広場から「そう遠くはない」プトレマイオスの体育所は未発見の
ままであるが，同じく未発見のテセウスの聖所ともども同広場の東または南側のアクロポリス北麓
に寄った辺りに所在したのであろう。他の史料からテセウスの聖所（テセイオン）の境内は相当広
大であったと推測される。ディオスクウロィの聖所（アナケイオン）はアグラウロスの神域との位
置関係からアクロポリス東麓やや北寄りに所在したと推定できる一方，中央市庁舎（プリュタネイ
オン）のほうはアナケィオンの東方，しかも20章1節の「トリポデス通り」に関する記述に照らし
て，リュシクラテスの合唱隊奉仕優勝記念碑の北側に所在地を絞り込むことができる。アリストテ
レスrアテナイ人の国制』3章5節はアテネ高官の古い役所を列挙して，アルコンの役所としての
プリュタネイオソ（prytaneion），アルコソ・バシレウスの役所ブウコレイオン（Boukoleion一
これはプリュタネイオソの近所），ポレマルコスの役所ポレマルヶイオン改称してエピリュケイオ
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ソ（polemarcheion－Epilykeion），テスモテタイの役所テスモテテイオン（thesmotheteion）
を挙げているが，アグラウロスの神域の確定によって中央市庁舎プリュタネイオンの位置が絞り込
めたおかげで，これらの役所はいずれもアクロポリス北東麓から東麓の一角に集中していたとの推
定が可能となったのである4°）。パウサニアスのいわゆるケラメイコス；すなわち旧広場ケラメイコ
スが前6世紀後半以降，市民の政治生活・経済生活の中心として発展し始める以前には，アクロポ
リス北壁の中央を中心線としてほぼ左右対照の位置に古い中心地が開発されていたのである。
　このように，パウサニアスrギリシア案内記』の叙述と考古学の発掘調査の成果を丹念に突き合
わせることによって，われわれは古代ギリシアの地誌のみならず，歴史の発展過程についても重要
な知見を得ることができるのである。普段からパウサニアス『ギリシァ案内記』に慣れ親しんで新
しい発掘成果を待ち，発掘成果が報告されれば労をいとわずパウサニアスをひもとくという姿勢は
ギリシア史研究者に欠かせないであろう。
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